
ポイント
右のイメージのように、「章・節の問い」を受けた「学習課題」を各見開きに設置し、見通し・振り返
り学習を積み重ねることで、「章・節の問い」にせまれるよう、「問い」を構造化しています。
また、各問いの役割と関連を明確にしているので、「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」「学
びに向かう力、人間性等」の3つの資質・能力を着実に習得・育成でき、それぞれの観点別評価を適切
に行えるようにしています。「章・節の問い」に取り組むことで、習得した 知能・技能 やそれを活用した
思考・判断・表現 を評価できるようにしています。また、単元を通した見通しと振り返りによって、
自らの学びを調整し、粘り強く取り組む 主体的に学習に取り組む態度 を見取ることができるようにして
います。

⬆p.105 ⬆p.134-135

⬆p.148-149⬆p.146 ⬆p.158-160

章扉（章の問い）・タイムトラベル
章の冒頭には「章扉」を設置しています。小学校の学習事項や前の単元で学
習したことを踏まえ、「章の問い」とともに単元の学びを見通す活動を行い
ます。また、各時代のはじめに置かれた「タイムトラベル」では、イラスト
を通じて当時の社会に対する「興味・関心」を高められるようにしています。

学習を振り返ろう

章末には「学習を振り返ろう」を設置してい
ます。思考ツールを活用しながら対話を通
して「章・節の問い」に取り組むことで「対話
的な学び」や「深い学び」を実現できるように
しています。

【例】第４章「武家政権の展開と世界の動き」（p.105-160）

知・技 思・判・表 主

主体的・対話的で
深い学びへ

深い学びにつながる
「問い」のイメージ

問いの種類
観点別評価への対応

知 思・判・表 主

章の問い ○ ◎ ◎

節の問い ○ ◎ ○

学習課題 ◎ ○

確認しよう ◎

説明しよう ◎ ◎

見通し・振り返りがしやすい構成で「指導と評価の一体化」を支援
「主体的・対話的で深い学び」につながる単元構成3

特 色

章・節を単元のまとまりとし、学習の見通し・振り返りがしやすい構成にしています。学習の見通
し・振り返りを通して、学習者は「主体的・対話的で深い学び」を、指導者は「指導と評価の一体化」を実
現できるようにしています。

主

振り返り見通し 学習活動

節の問い
単元のはじめには「節の問い」を設置してい
ます。「単元を貫く問い」を明示することで、
見通しをもって学習に取り組めるようにし
ています。

学習課題
各見開きに「節の問い」に対応した
「学習課題」を設置しています。

確認しよう/説明しよう

各見開きに「学習課題」に対応した
「確認しよう/説明しよう」を設置
しています。

知・技 思・判・表

確認
しよう

確認
しよう

確認
しよう

学習課題
（見開きの問い）

見
開
き

学習課題
（見開きの問い）

見
開
き

学習課題
（見開きの問い）

見
開
き

説明
しよう

説明
しよう

説明
しよう

見通し

振り返り

章の
問い

節の
問い

学習を
振り返ろう

節の
振り返り

詳しくは本資料p.32
詳しくは本資料p.33-34 詳しくは本資料p.35-38

小・地・公アイコン  小学校・地理・公民・他教科との関連

小学校での学習や、他分野・他教科と関連のある題材を示し、物事を多面的・多角的
に捉える足がかりとなるようにしています。また、分野間・教科間でのカリキュラム・
マネジメントを実施する指標となるようにしています。

5

10

15

公
こう

害
がい

が次々に起こりました。経済面での利
り

益
えき

を最優
ゆう

先
せん

に考えるあま
り、人々の健康や自然に対する配

はい

慮
りょ

を欠いていたことが一
いち

因
いん

でした。
なかでも、水

みな

俣
また

病（熊本県･鹿児島県）・新潟水俣病（新潟県）・四
よっ

日
か

市
いち

ぜんそく（三重県）・イタイイタイ病（富山県）は、深
しん

刻
こく

な被
ひ

害
がい

を生
みました。そのため、全国の各地で、公害をなくそうとする動きが
広がりました。政

せい

府
ふ

もまた、1967年に公
こう

害
がい

対
たい

策
さく

基
き

本
ほん

法
ほう

を制
せい

定
てい

し、
1971年に環

かん

境
きょう

庁
ちょう

を設
せっ

置
ち

して、こうした問題に取り組み始めました。
　　　　　　　　1973年に、世界最大の石油の産地である中東で

起こった戦争の影
えい

響
きょう

を受けて、石油の価
か

格
かく

が上がり
ました。石油を主なエネルギー資源としていた日本などの先進国は、
大きな打

だ

撃
げき

を受けました（石
せき

油
ゆ

危
き

機
き

）。世界的な不
ふ

況
きょう

になり、日本の
高度経済成長は終わりを告

つ

げました。国内では、売り惜
お

しみや買い
占
し

めのために物価が上がりました。国際政
せい

治
じ

では、1975年に、世
界不況のような重要な国際問題を話し合う第１回先

せん

進
しん

国
こく

首
しゅ

脳
のう

会
かい

議
ぎ

（サ

ミット）が開かれるようになり、日本はそのメンバーにもなりました。
　石油危機を省エネルギー技

ぎ

術
じゅつ

の開発などによって乗り切った日本
は、一

いっ

層
そう

経済大国化が進みました。そして、石油以外のエネルギー
資源である、太陽、地熱、水

すい

素
そ

、原子力発電などの開発が進められま
した。現

げん

在
ざい

の脱
だつ

炭
たん

素
そ

社会の実現という観点からも注目されています。

p.219 5 p.276ウ

1

石油危機と
日本経済

2

8

3 高度経
けい

済
ざい

成長期の社会問題はど
のようなものがあるのか、本文
から書き出そう。

高度経済成長が日本の経済や産
業にどのような影

えい
響
きょう

を与
あた

えたの
か、説明しよう。

確認しよう

説明しよう

1 これら四つの公害被
ひ

害
がい

者が起こした裁
さい

判
ばん

は、｢四大公害裁判｣といわれ、いずれも
被害者側が勝ちました。

2 1948年にユダヤ人国家であるイスラエ
ルが建国されて以来、アラブ諸

しょ

国
こく

との間で、
繰
く

り返し戦争が起こりました。

3 米・英・仏
ふつ

・独
どく

（当時は西ドイツ）・伊
い

・
日の６か国の首

しゅ

脳
のう

で開
かい

催
さい

されました。その
後カナダが加わり、主要国首脳会議（G7）と
名
めい

称
しょう

を変えました。

石炭から石油への大転
てん

換
かん

　 環境・
エネルギー

未来に未来に
向けて向けて

↑　小学校の校庭で遊ぶ子どもたち（三重県 四
よっ

日
か

市
いち

市
し

、1972年）　石油コンビナートでは粉
ふん

じんな
どが含

ふく
まれる煙

けむり
が排

はい
出
しゅつ

され、それが原
げん

因
いん

でぜんそ
くにかかる人が増

ぞう
加
か

しました。

5

小 地 公

↑　紙製
せい

品
ひん

の売り場に並
なら

ぶ人 （々1973年）　
石油の値

ね
上
あ

がりにより生活必
ひつ

需
じゅ

品が不足す
るという情

じょう
報
ほう

が流れ、不安になった人々が店
頭に押

お
し寄

よ
せるなど、大混

こん
乱
らん

が起きました。

8

小 地 公

石狩炭田
いし かり

釧路炭田
くし ろ

夕張炭鉱
ゆうばり

常磐炭田
じょうばん

宇部炭鉱
う　べ

筑豊炭田
ちく ほう

↑　日本の主な炭田7
←　閉

へい

山
ざん

後につくられたスパリゾート
ハワイアンズ（福島県 いわき市）
6

　高度経
けい

済
ざい

成長期を迎
むか

えるころ、拡
かく

大
だい

するエネルギー
消
しょう

費
ひ

に対して、石炭に代わり、化学繊
せん

維
い

やプラスチッ
クなどの原料にもなる石油を使うようになっていき
ました。石油の輸

ゆ
入
にゅう

量が増
ふ

え、1962年には石油が
エネルギー資

し
源
げん

の１位となりました。このころから
炭
たん

鉱
こう

の閉
へい

山
ざん

が続き、会社と労働者の
対立が大きな社会問題になりまし
た。閉山後の都市では過

か
疎
そ

化も進み
ましたが、現

げん
在
ざい

は観光業など、新し
い産業への取り組みも進んでいます。
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急速な経
けい

済
ざい

の発
はっ

展
てん

は、私
わたし

たちの生活にどのような影
えい

響
きょう

を与
あた

えたの
だろうか。学習課題

5

10

15

20

　　　　　　　　　　　戦争で打
だ

撃
げき

を受けた日本経
けい

済
ざい

は、戦後10
年で戦前の水

すい

準
じゅん

に戻
もど

り、1956（昭
しょう

和
わ

31）年に
は｢もはや戦後ではない｣といわれました。この後、年平

へい

均
きん

10％程
てい

度
ど

の経済成長率
りつ

が1970年代初めまで続きました（高
こう

度
ど

経
けい

済
ざい

成
せい

長
ちょう

）。

この時期に、人々の生活水準は急速に高まりました。
　1960年に池

いけ

田
だ

勇
はや

人
と

内
ない

閣
かく

が｢所
しょ

得
とく

倍
ばい

増
ぞう

｣政
せい

策
さく

を打ち出し経済成長を
積極的に促

うなが

すと、人々の関心は経済に向かいました。また、1964
年に東

とう

京
きょう

オリンピック・パラリンピックが開かれ、それに合わせて各
地に高速道路がつくられ、東

とう

海
かい

道
どう

新
しん

幹
かん

線
せん

も開通しました。
　産業面では、急速に技

ぎ

術
じゅつ

革
かく

新
しん

が進み、鉄
てっ

鋼
こう

や造
ぞう

船
せん

などの重化学工
業が発

はっ

展
てん

しました。エネルギー資
し

源
げん

も石炭から石油に変わり（エネ
ルギー革

かく

命
めい

）、太平洋沿
えん

岸
がん

を中心に石油化学コンビナートがつくら
れました。こうして工業を中心とする第２次産業が躍

やく

進
しん

しました。
このような高度経済成長の結果、日本経済は国

こく

際
さい

競争力を高めて輸
ゆ

出
しゅつ

を伸
の

ばし、1968年には、日本の国民総
そう

生産（GNP）は、資
し

本
ほん

主
しゅ

義
ぎ

国のなかでアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

に次ぐ第２位になりました。
　　　　　　　　　　高度経済成長期には、さまざまな社会問題が

発生しました。人々が仕事を求めて農村から都
市へ移

い

動
どう

したことで、大都市では人口が過
か

密
みつ

となり、地方では過
か

疎
そ

地
ち

域
いき

が現
あらわ

れました。さらに、工場などから出る廃
はい

液
えき

や排
はい

ガスによる

高度経済成長と
日本経済の国際化

3

p.296

p.284

1 p.277E1

p.277オ 2

p.276B1 7

4

深刻な公害問題

p.276エ

東京オリンピックの開
かい

催
さい

は、日本の人々
にとってどのような意味があったのかな。

↑　東京オリンピックの開会式（1964年10月10日）1 小 地 公

↑　東
とう

海
かい

道
どう

新
しん

幹
かん

線
せん

の開通（1964年10月1日）　
出発式を終えて、「ひかり１号」が東京駅を出
発するところです。

2

↑　日本の実
じっ

質
しつ

経
けい

済
ざい

成長率
りつ

　前の年と比
くら

べた経
済の成長率を折れ線で示

しめ
しています。

3
小 地 公

0

5

10

15 高度経済成長 73
石
油
危
機

60「
所
得
倍
増
」政
策

64
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

50
〜
51
朝
鮮
特
需

ち
ょ
う
せ
ん
と
く
じ
ゅ

せ
い
さ
く

た
い
さ
く

き

き

し
ほ
ん
し
ゅ
ぎ

し
ょ
と
く
ば
い
ぞ
う

68
Ｇ
Ｎ
Ｐ
資
本
主
義
国
第
２
位

67
公
害
対
策
基
本
法

%

1947
（昭和22）

50 55 60 65 70 75 80年
�3

〔経済財政白書〕

↑　国内総
そう

生産（GDP）の推
すい

移
い

（1967～79年） 
　GNPもGDPも共に、一国の経

けい
済
ざい

活動の規
き

模
ぼ

を図
はか

るための数
すう

値
ち

です。 　 　 　 　  1975年か
らの３年間で、日本のGDPはどのくらい増

ふ
えた

だろうか。

4

資料活用

小 地 公

日本

アメリカ

イギリス
1967 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 年

兆ドル

0
0.5

1

1.5

2

2.5
3

西ドイツ
フランス

〔世界統計年鑑〕

東京オリンピック・パラリンピック（小）　公害（小・地・公）　高度経済成長（公）　QR他分野リンク小学校⃝地理⃝公民⃝他教科との関連

経経済済成成長長によるによる
日日本本のの変変化化3
国際社会に復帰した日本は、どのよ

うな役割を担うようになったのだろうか。
2節の問い
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NEW

主 …主体的に学習に取り組む態度…知識・技能知・技 …思考・判断・表現思・判・表章・節の展開

特
色

3

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」に
つ
な
が
る
単
元
構
成

3029 31



導入の「章扉」・「タイムトラベル」を活用し、見通しを立てて学習を進めていくことで、
「主体的な学び」を実現できるようにしています。
各見開きでも見通し・振り返り学習がしやすい紙面構成になっています。各見開きの学習内容は、
「章・節の問い」を受ける形で「学習課題」を設置し、展開しています。

⬆p.105 ⬆p.134-135

⬇p.148-149

学習課題
見開きの学習でおさえるべ
き目標を示しています。本
時の学習内容を見通す問い
です。

確認しよう
本文や図版から、学習
上大切な事項を確認さ
せる問いです。正しく
文章を読む力（読解力）
を養い、知識の確実な
定着を促しています。

説明しよう
学習課題を振り返り、
習得した知識を活用し
て言語活動につなげる
問いです。
思考力、判断力、表現
力の育成を促していま
す。

導入資料
見開きの学習内容の核心を
つき、かつ、生徒に「なぜ」
を抱かせる資料を掲載して
います。

小学校の学習事項や前
の単元の学習を振り返
る「章扉」を設置してい
ます。時代を象徴する
資料をもとに単元を見
通す活動ができるよう
にしています。

資料活用アイコン
「歴史的な見方・考え方」を働かせるのに適した写真・資料に
付しています。p.85、300など全78か所に掲載しています。
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　　　　　　　　　アジアにはさまざまな民族が暮らし、人々が信
しん

仰
こう

する宗
しゅう

教
きょう

もさまざまです。それぞれの民族がほ
かの地域と交流することよって、宗教が各地に広まっていきました。
　仏

ぶっ

教
きょう

は、インドで生まれ、スリランカや東南アジアに広まったほ
か、シルクロードを通って中国や朝

ちょう

鮮
せん

半島、日本へと伝わりました。
西アジアや中央アジアで広く信仰されているイスラム教

きょう

は、アラビ
ア半島で生まれ、インド洋の海上貿

ぼう

易
えき

を通して南アジアや東南アジ
アにも広がりました。インドでは、多くの人がヒンドゥー教

きょう

を信仰
し、フィリピンでは、ヨーロッパの人々の布

ふ

教
きょう

活動や植民地支
し

配
はい

を
通して伝わったキリスト教

きょう

の信者が多数を占
し

めます。
　　　　　　　　　アジアには世界の総

そう

人口の6割
わり

が暮らし、そ
の多くが季節風の影響で湿潤な地域に集中してい

ます。特に中国とインドという人口が多い国を抱
かか

える東アジアと南
アジアは、古くから農業が盛んで、両地域で古代文明が栄えました。
この二つの文明が栄えた地域の間に位置する東南アジアは、近代に
なって開発が進み、人口が多い地域の一つになりました。
　20世

せい

紀
き

の後半には、日本に次いで韓
かん

国
こく

やシンガポールなどが経
けい

済
ざい

発
はっ

展
てん

を遂
と

げ、21世紀にかけて東南アジアや中国が続き、今この
動きは南アジアへ広がりつつあります。こうした経済発展は、アジ
アの豊

ほう

富
ふ

な労働力を生かした工業化がもたらしたものです。経済発
展を遂

と

げた国々では都
と

市
し

化
か

が進み、シャンハイ（上海）やデリー、
ジャカルタなどの巨

きょ

大
だい

都市が、アジアの各地に誕
たん

生
じょう

しています。

交流によって   
広まった宗教
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人口の集中と
経済発展
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アジア州で信
しん

仰
こう

されている宗
しゅう

教
きょう

と
その主な国を、図　や地図帳で確

かく

認
にん

しよう。

アジア州の人口分
ぶん

布
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の特
とく

徴
ちょう

につい
て、気候と農業との関係から説明
しよう。
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その他 1.1
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仏教 94.6％
タイ（2015年）

ヒンドゥー教 1.7
キリスト教

イスラム教 4.3

イスラム教

イスラム教 87.2％ 9.9
インドネシア（2010年）

その他 2.2

イスラム教 
キリスト教 91.8％ 6.0

フィリピン（2015年）

キリスト教 2.3

その他 3.7
ヒンドゥー教 79.8％ 14.2
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その他 0.7
イスラム教 99.3％
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〔CIA資料、ほか〕
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節の問い
「節の問い」を、各ページのタイトル下にも掲載しています。
「単元を貫く問い」である「節の問い」を常に意識して学習に取り
組めるようにしています。

本文
背景や因果関係まで丁寧に
記述しています。

見通し・振り返りがしやすい構成で「指導と評価の一体化」を支援
「主体的・対話的で深い学び」につながる単元構成3

特 色

QRコンテンツではタイムトラベルの「次の場面を探してみよう！」
で設定している、時代の特色を表す場面を表示することができます。

⬅QRコンテンツ
　「タイムトラベル」

導入資料
「章扉」には、その時代を象徴する資料を掲載しています。
「タイムトラベル」のイラストでは時代の特色を表す場面を
描いています。

NEW

NEW

ポイント

各見開きの「学習課題」「確認しよう」「説
明しよう」でつかんだ学習内容の積み重
ねが、「節の問い」の追究につながるよう
にしています。

「節の問い」と見開きの「問い」関係イメージ

➡「節の問い」と各見開きの
「問い（学習課題・確認しよう・
説明しよう）」の関係のイメージ

学習
課題

確認
しよう

説明
しよう

学習
課題

確認
しよう

説明
しよう

節の問い
節の

振り返り

主「章扉」・「タイムトラベル」 知・技 思・判・表見開き
特
色

3

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」に
つ
な
が
る
単
元
構
成

343332



ポイント

まとめとして章末に「学習を振り返ろう」を設置しています。１ページ目では「章の問い」に
対する考えをまとめる上で大切だと考える出来事を、年表を用いて確認できるようにして
います。２ページ目では「タイムトラベル」と思考ツールを用いた対話を通して、「章の問い」
に対する自らの考えをまとめることで「深い学び」を実現できるようにしています。

見通し・振り返りがしやすい構成で「指導と評価の一体化」を支援
「主体的・対話的で深い学び」につながる単元構成3

特 色

節の振り返り
章の中の「節の問い」を振り返ります。

⬇p.158-159

⬆QRコンテンツ
　思考ツール「ウェビング」の活用手順動画

思考ツールアイコン　
掲載ページ一覧（全4か所）
ページ 思考ツールの種類

p.159 ウェビング

p.225 Xチャート

p.273 ステップチャート

p.305 ランキング

⬇巻頭９

章の振り返り③へ  (本資料ｐ.37-38）

学習事項の確認
「政治・国際関係の変化」や「生活・社
会の様子」など要素ごとに色を分けて
マーカーをつける、書き足すなどし
て自分なりの年表を作ることができ
るようしています。

章の振り返り① 　
�タイムトラベルを活用して�
時代の変化や特色をつかむ

「タイムトラベル」を振り返り、他の時代と見比べて、大きく
変化したことや重要だと感じたことを見つけて、なぜそう感
じたのかを根拠も踏まえて説明します。
「タイムトラベル」を見比べる際の着眼点やキーワードがある
ので、「歴史的な見方・考え方」を働かせることができます。

NEW

NEW

章の振り返り② 　�
思考ツールに考えをまとめて�
対話を通して考えを深める
①で見つけたことや左の年表の中から、重要だと感じたこと
を思考ツールにまとめて考えを整理できるようにしています。
整理した中から特に大きな変化だと感じたことを、グループ
になって意見交換をします。グループでの話し合いで気づい
たことを踏まえて、「章の問い」に対する自らの考えをまとめ
られるようにしています。

NEW

NEW

視覚的に分析したり考えを整理したりする際に用いる図や表
を、思考ツールといいます。
思考ツールを活用する場面には「思考ツールアイコン」を付し、
活用を促しています。
また、巻頭９とQRコンテンツでは、教科書で取り上げている
思考ツールの紹介と、活用の手順を動画で説明しています。

思考ツールアイコン

主知・技 思・判・表「学習を振り返ろう」

特
色
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「学習を振り返ろう」の３ページ目ではこれまでの考察を踏まえて、どのような特色のある
時代だったかを根拠をもってまとめることで時代への理解を深めることができます。
各章末「学習を振り返ろう」のあとに、次に学習する時代の「章扉」を設置することで、見通
しが立てやすい構成にしています。

見通し・振り返りがしやすい構成で「指導と評価の一体化」を支援
「主体的・対話的で深い学び」につながる単元構成3

特 色

公民的分野の学習へ

「主体的・対話的で深い学び」へ

次章の章扉へ

「学習する時代の見通し」(章扉)に戻ってみよう
章のはじめに立てた予想から、この時代に対する考えがどのように
深まったかを振り返ることができます。
章の学習を通じて感じたことや、さらに深めたいと思ったことを書
き出すことで、「主体的な学び」につなげることができます。

⬆p.160-161

章の振り返り③ �
これまでの考察を踏まえて�
どのような特色のある時代だったかをまとめる
最後にまとめた考えは、「タイムトラベル」を活用して発表し
ます。

「これからの社会を構想しよう」への準備
歴史的分野の最終単元に「これからの社会を構想しよう」

（本資料ｐ.43-44）を設置し、公民的分野の学習活動につなげ
られます。
各章での学習を「現在」「SDGs」と関連付けて考えることで、
これからの社会を構想する姿勢を育成することができます。

NEW 「学習する時代の見通しを」もとう(章扉)
これから学習する時代について、どのような時代なのかを話
し合う活動を設置しています。
前の章の「学習を振り返ろう」を確認しながら、次に学習する
時代におこる社会の変化を予想することができます。

NEW

NEW

NEW

主知・技 思・判・表「学習を振り返ろう」

特
色
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ページ テーマ 時代

p.34-35 前方後円墳の役割を考察する 古代

p.76-77 武士の暮らしから考察する 中世

p.156-157 赤穂事件を考察する 近世

p.204-205 『三酔人経綸問答』を考察する 近代前半

p.248-249 「母性保護論争」を考察する 近代後半

ポイント

ポイント

対話アイコン
他者とのやり取りを通じて思考を広げる問いや学習
課題には「対話アイコン」を付しています。対話を通
して自らの考えをより深めるとともに、他者の意見
を尊重する態度を身に付けられるようにしています。
p.157、225など全37か所に設置しています。

「主体的・対話的で深い学び」を実践する特設「アクティブ歴史」を新設しています。対話を
通して、課題に粘り強く向き合う姿勢や、他者との意見交換を通して合意形成を目指す態度
を身に付けられるようにしています。また、単元の学習を生かして取り組むことで、単なる
知識・技能ではなく、「生きて働く知識・技能」を定着させることができるようにしています。

対話を通して学びを深める「アクティブ歴史」
「主体的・対話的で深い学び」につながる単元構成3

特 色

当時の社会の様子を読み解く資料
資料を読み解くことで、当時の社会の考え方を踏まえて
テーマをさらに深く考察できます。
江戸の人々が赤穂事件をどのように見ていたのかを示し、
また私的な争いを禁止する武家諸法度の条文などを提示し
ています。

⬆p.156-157

「アクティブ歴史」 掲載ページ一覧（全5テーマ）

当時の人々の意見
テーマを受けて相対立する意見を具体的
に見ていき、多面的・多角的に考察する
きっかけにしています。ここでは、赤穂
事件をめぐって、どのような意見の対立
があったのかを具体的に示しています。

論点の整理→自分なり
の考察→話し合いのス
テップで、段階的に自分
の考えを深めていく中
で、「主体的・対話的で
深い学び」を実現できる
ようにしています。

NEW

NEW
考えを深める�
アクティビティ

活動を促すさまざまなパフォーマンス課題
習得した知識や技能を使って実践的に考えていくパフォーマンス課題を
設定しています。ペーパーテストでは測りにくい「思考・判断・表現」や

「主体的に学習に取り組む態度」の見取りに最適です。

対話を中心とした活動型学習
正解がひとつでない課題に対して、意見交換や発表をする対話型の学習
活動を多く設定しています。対話を通した「深い学び」が実現できるよう
にしています。

「見方・考え方」の活用
ページ全体で働かせる「見方・考え方」を明示しています。「見方・考え
方」を働かせることで、歴史的分野の資質・能力を育成できるようにし
ています。

他分野とのつながり
例えば、p.248-249「『母性保護論争』を考察する」では、女性の社会進出
に際して、出産や育児の負担をどのように解決すべきかを、歴史的な背
景を踏まえて当時の資料をもとに考えます。学習活動の最後には、当時問
題であったことを現在の社会の状況と重ねて話し合う活動で結びとして
おり、公民的分野の学習に接続できます。

特
色

3
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